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志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果
　石川県、志賀町および北陸電力㈱は平成２年７月から発電所周辺の環境放射線
監視を実施していますが、平成22年４月～６月分の調査結果がまとまりました
ので、その概要をお知らせします。
　今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

■　空間放射線（平成 22 年 4 月～ 6 月）
石川県および北陸電力㈱が実施している環境放射線観測局における線量率の測定結果は次のとおりです。

測 定 地 点
単位 : ナノグレイ (nGy) ／時

志 賀 観 測 局

赤 住 観 測 局

直 海 観 測 局

五 里 峠 観 測 局

福 浦 観 測 局

熊 野 観 測 局

風 無 観 測 局

土 川 観 測 局

大 津 観 測 局
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◎グレイ
　　いろいろな物質に放射線が当たるとき､ 吸収される放射線量
　を測るものさしが、グレイ (Gy) です。
　　10 億分の１を表すナノ (n) を用いて､ ナノグレイ (nGy) と
　いうように使います。

◎ベクレル
　　放射能（放射性物質が放射線を出す能力）の強さを測るもの
　さしが、ベクレル (Bq) です。

■　環境試料中の放射能（平成 22 年 4 月～ 6 月）
　環境試料について測定された人工放射性核種はセシウム -137 およびストロンチウム -90 で、それぞれの放
射性核種の濃度範囲は次のとおりです。なお、これらの人工放射性核種は、過去の核実験などによって広く
自然界に存在しています。

■　志賀原子力発電所の運転状況（平成22年４月～６月）

測　定　試　料
単位：ベクレル（海水はミリベクレル）

 0.01    　　 0.1    　　　   1     　　    10   　　    100　　   1000 
備　　考

降　　下　　物（雨水ちり） 検出されず｡ １㎡当たり (1 か月間 )

大気中放射性物質
( 大気浮遊じん） 検出されず｡ 空気 1㎥当たり

陸　水 ( 水道水・河川水） 検出されず｡ 1 リットル当たり

土　　　　壌
セシウム -137

乾燥試料 1㎏当たり
ストロンチウム -90

松　　　　葉 セシウム -137 生試料 1㎏当たり

牛　　　　乳 検出されず｡ 1 リットル当たり

海　　　　水 セシウム -137 1 リットル当たり

海　　底　　土 検出されず｡ 乾燥試料 1㎏当たり

藻　類（ホンダワラ、イワノリ ) 検出されず｡ 生試料 1㎏当たり

１号機

２号機

排気筒

排気筒

放水ピット

放水ピット

単位 :シーピーエス (ｃｐｓ)

0　　　　　　5　　　　　　10　　　　　　15　　　　　20

0　　　　　　　　5　　　　　　　　10　　　　　　　　15

放射線測定器

（万ｋＷ）

１号機: ６月12日～　第12回定期検査
　　　　４月26 ～ 27日、５月17 ～ 18日　制御棒パターン調整
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平成23年志賀町成人式のお知らせ

志賀町青少年健全育成のための集い　豊な心を育む志賀町民の集い

　

町
内
８
小
学
校
で
は
、昨
年
か
ら「
地

域
ぐ
る
み
の
学
校
支
援
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
学
校
を
支
援
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
体
制
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を

目
的
に
「
見
守
り
隊
」
に
よ
る
活
動
が

現
在
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
知
識
・
経
験
な
ど
を
生
か
し

た
支
援
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
募
集
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
学
習
支
援
（
教
科
指
導
の
補
助
、
読

み
聞
か
せ
、
地
域
の
歴
史
文
化
の
学
習

支
援
な
ど
）

②
環
境
整
備
（
通
学
路
・
学
校
周
辺
の

除
草
、
花
壇
の
手
入
れ
・
樹
木
の
剪
定

な
ど
）

③
そ
の
他
（
登
下
校
の
安
全
指
導
、
部

活
動
の
指
導
補
助
、
図
書
整
理
な
ど
）

※
申
し
出
の
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
は
、
一
旦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
名
簿
に
登
載
後
、
地
区
内
の
学
校

の
希
望
に
応
じ
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
担
当　

☎
32-

９
３
５
０

　

志
賀
町
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
に

こ
に
こ
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
、
母
親
同
士
の
交
流
の
場

を
設
け
た
り
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

の
相
談
に
応
じ
て
母
親
の
育
児
不
安
の

軽
減
を
図
る
な
ど
、
地
域
で
の
育
児
仲

間
や
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
活
動
を
進

め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

現
在
、
志
賀
地
域
で
は
７
人
、
富
来

地
域
で
は
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、

お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
、
子
育
て
に

関
す
る
悩
み
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

担
当　

☎
32-

９
３
５
０

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募　

集

手遊びを教える
サポーターズ

エプロンでお芝居を
するサポーターズ

志賀地域

富来地域

【今年 1月の成人式】

日　時　11月28日（日）　13 時 30 分～
会　場　志賀町文化ホール　２階大ホール（入場無料）
内　容　グッドマナー標語優秀作品表彰、小 ･中 ･高校の児童 ･生徒意見発表
　　　　　記念講演　演題：「今、子育てに大切な事」―子どもの心の発達と親子関係―

　　　　　　　　　　講師：米沢　豊穂　さん（ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ米沢研究所　所長）

　【講師プロフィール】

　福井県坂井市在住　フリーカウンセラー・保護司
　長年にわたり、いじめ・不登校・非行・人間関係などのカウンセ
リングに多くの改善実績を持っている。また、親業インストラク
ター・カウンセリングスーパーバイザーとして親教育やカウンセ
ラー研修に携わる傍ら、全国各地で講演活動

【
活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介
】

　

に
こ
に
こ
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

】【今年 1月の成人式

新しい門出を祝して志賀町成人式を挙行します。

日　時　平成23年1月9日（日）　受付　10 時 30 分～、
場　所　能登ロイヤルホテル

対　象　町内在住または出身で、今年度 20 歳をむかえる人
　　　　（生年月日が平成 2年 4月 2日から平成 3年 4月 1日までの人）

案　内　12 月上旬に対象者の皆さんに案内を送付します。
　　　　対象者が町外へ転出している場合は実家宛に案内します。

式典　11 時～
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「
文
芸
教
室
」に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は
二
百

字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５

―０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

文

芸

教

室

作
品
募
集

北
朝
の
大
切
過
ぎ
よ
三
代
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島　

和
子

使
い
捨
て
増
え
て
忘
れ
た
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑　

幸
子

大
切
な
事
に
か
ぎ
っ
て
直
ぐ
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
島　
　

凡

年
か
さ
ね
母
に
似
て
き
た
こ
の
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

糟
糠
の
妻
は
年と

し齢
よ
り
若
く
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
森　
　

勝

年
増
え
て
足
腰
弱
る
口
達
者　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

蔦つ
た

紅
葉
陋ろ

う
お
く屋

の
窓
飾
り
お
り　
　

下
野　

久
雄

高
き
稲は

ざ架
夫つ

ま

と
ふ
た
り
の
阿あ

う
ん吽

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

秋
立
ち
ぬ
自
画
像
に
飲
む
紅
茶
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

史
子

ク
ラ
ス
会
互
に
び
っ
く
り
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

秋
深
し
ほ
ゝ
紅
つ
け
て
ハ
イ
ヒ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

煩
悩
も
生
き
る
証

あ
か
し

や
秋
彼
岸　
　

長
根
尾
郁
恵

大
声
で
叫
ん
で
見
た
い
晴
れ
た
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

貞
涼

や
っ
と
晴
れ
伏
し
て
耐
え
て
る
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

志
津

賑
や
か
に
歌
と
踊
り
で
古
希
祝
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

賑
や
か
な
祭
の
音
も
遠
く
な
り　

関
口
ト
ミ
コ

賑
や
か
な
子
供
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

賑
や
か
も
良
い
が
余
分
な
こ
と
も
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

静
香

一
つ
づ
つ
裏
返
す
た
び
あ
り
が
と
う
の

声
聞
く
ご
と
し
色
増
す
梅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

ち
ち
は
は
の
み
骨
納
ま
る
墓
地
に
来
て

椨た
ぶ

の
落
ち
葉
の
深
き
を
集
む　
　

花
野　

美
咲

家
族
集
い
還
暦
祝
い
に
ぎ
は
し
く

赤
衣
の
吾
子
日
々
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

Ｔ
シ
ャ
ツ
が
十
枚
欲
し
い
仕
事
場
を

涼
風
求
め
脱
け
て
ま
だ
汗　
　
　

石
田　
　

豊

海
ゆ
か
ば
水
浸
く
屍
と
詠
ひ
け
る

家
持
は
る
か
終
戦
記
念
日　
　
　

吉
本　

與
彦

招
か
れ
て
嬉
し
恥
ず
か
し
敬
老
会　
　
　

浅
子

キ
ン
モ
ク
セ
イ
甘
い
香
り
を
た
だ
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

栄
子

窓
越
し
に
白
桃
交
え
秋コ

ス
モ
ス桜

の

愛
ら
し
姿
幼
な
子
に
似
て　
　
　
　
　

志
津
江

秋
深
し
互
に
は
げ
ま
し
若
き
日
々

つ
と
め
し
職
場
の
友
を
偲
び
ぬ　
　
　
　

智
子

金
屏
風
息
子
・
娘
ら
側
に
立
ち

六む

そ

じ
十
路
の
学と

も友
の
小
意
気
な
再
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

紅
を
さ
す
こ
と
を
忘
れ
て
吾
亦
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
田　

弘
美

鯊
釣
り
の
岸
辺
に
早
き
夕
日
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

満
月
に
添
ひ
て
煌
め
く
星
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

歩
を
返
し
一
つ
買
ひ
足
す
栗
お
こ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

窓
越
し
の
空
広
々
と
松
手
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

咲
き
満
ち
て
根
本
さ
み
し
き
曼
珠
沙
華

吉
田　

外
江

　
「
遠
い
日
の
想
い
出
」　　
　
　

季
久
子

い
つ
ま
で
も
友
達
で
い
よ
う
ね
、
と
言
っ
て
く

れ
た
友

歳
は
私
よ
り
四
つ
上
。

頼
り
が
い
が
あ
っ
て
、
働
き
者
。

あ
る
日
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
や
っ
て
来
た
。

家
を
建
て
る
の
。
水
回
り
を
風
水
で
見
て
も

ら
っ
て
、
設
計
し
た
の
。

大
き
な
家
で
、
前
庭
の
広
い
こ
と
。

完
成
し
た
の
で
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

ど
の
部
屋
に
も
、
さ
り
げ
な
く
、
花
が
挿
し
て

あ
っ
た
。

旅
館
み
た
い
。
素
敵
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
小
さ
な
家
を
建
て
た
。

庭
も
狭
い
し
、
比
べ
物
に
な
ら
な
い
け
れ
ど
、

友
が
花
瓶
を
も
っ
て
来
て
く
れ
た
。

嬉
し
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
月
日
が
流
れ
た
。




